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TERRAVIVA
［日本語訳］Rio+20: 希望と権力の狭間
リオデジャネイロ市街地のデモンストレーショ
ンと市民社会活動家のcolourful People’s 
summit が意見交換をおこない、スローガンを
訴え、ほぼ全ての物に対し強烈に抗議した。そ
のころリオセントロ市では、何時間にも渡り政
府の退屈な発言が続いた。それはあたかも全く
同じゴーストライターによって書かれたものの
ようだった。さえない茶色の三つ揃いのスーツ
によって新鮮だった空気はうって変わった。お
そらく薄灰色の未来がやってくることを説明す
ることを恐れた為だ。Rio+20は、湾岸地域にみ
られたように、路頭に迷う人々が、協議会による
平板な言葉でつくられた議定書によって歴史
が変化するかもしれない。しかしながら、それは
道の終りではない。そして国連の為でもなく、
市民社会のためである。 世界的団体の事務局
長がその議定書にに対し「臆病である」と述べ
た。そして、活動家の運動は不完全だったとみ
なされた。2014年に向けた、持続可能性の進
歩の到達地を定義しなければならない。それは
リオで締結された「満場一致」のものよりも更
に大胆でなければならない。



国際会議場前（リオセントロ）



2012.6.21 YAHOO! NEWS ① 和訳

［和訳］２本の傘の間でポーズを決めながら写真を

撮影している女性がいた。それはMerry Umbrella 

Projectがデザインした傘だ。2012年6月21日のリ

オデジャネイロから開かれた国連の持続可能な開

発に関するサミットのRio+20会期中のこと。これ

は、世界中の子どもたちの笑顔がプリントされてい

る傘を使って「平和への希望」のメッセージを送る

日本発のプロジェクトだ。

Paulo Whitaker（ロイター）

2012.6.21 YAHOO! NEWS ②③

［和訳］2012年6月21日のリオデジャネイロから開かれた国連の持続可能な開発に関するサミットのRio+20会期中に、Merry Umbrella Projectがデザインした傘が展示された。こ

れは、世界中の子どもたちの笑顔がプリントされている傘を使って「平和への希望」のメッセージを送る日本発のプロジェクトだ。

Paulo Whitaker（ロイター）



笑顔を、被災地から世界へ。
JapanVoice×MERRY PROJECT。世界中から5万人以上が集まるリオ＋20の開催期間中、被災地の子どもの笑顔の傘

を本会議所他様々な場所に展示した。それには３つの理由がある。

１）世界の人々への感謝。
震災直後から私達は世界の人々に被災地から笑顔を贈る。子どもたちの輝きが今度は世界の誰かの生きる力を願う。

２）新たな世界への希望
震災前の日本は物質的には豊かだけれども年間３万人以上の人が自ら命を絶つなど、とても笑顔が新東しにくい社会だった。

震災を経て私達は少しずつ、本当に大切なもの、本当の豊かさに気付きはじめた。そのことを教えてくれたのは何よりも子どもた

ち。真に持続可能で平和な未来に向けて被災地から生まれつつある希望を本当の笑顔とともに世界に届けたい。

３）世界の子どもたちの未来に。
「なぜあなたたちが今こうした会議に出席しているのか、どうか忘れないでください。そして一体だれのためにやっているのか。それ
はあなたたちの子ども、つまり私たちのためです。みなさんはこうした会議で、私たちがどんな世界に育ち生きていくのかを決めて

いるんです。」

20年前の地球サミットで、１人の少女セバン・スズキが首脳たちにそう訴えた。20年後の今も全く変わることのないこのシンプル

な真実を再びリオに集まった人々に、もう一度伝えた。

日程 2012年6月15日（金）～6月24日（日） 
場所 ブラジル・リオ　地球サミット2012（会場・他）Rio+20

Supported by

掲載メディア





国際会議場前（リオセントロ）



ジャパン パビリオン



アスリート・パーク



アスリート・パーク



国際会議場（中庭エントランス）



国際会議場（ギャラリースペース）



フラミンゴ地区ピープルズサミット



公式サイドイベント
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